
第４２１号           書窓           令和７年１月１５日 
  

- 1 - 

 

書 窓 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

時代を超えた音楽の共鳴 

昨年末の音楽特番を観ていると、人気アイドルグループ「Snow Man（スノーマン）」が披露

していたのは、モーツァルトの交響曲第 25番をサンプリングした楽曲「EMPIRE」でした。こ

の大胆で新鮮なアプローチに驚かされると同時に、モーツァルトの音楽が持つ普遍的な魅力

を改めて感じました。交響曲第 25番といえば、「タッタータッタータラッタター」と、この地

域にお住まいの方には、ある宝石店のＣＭで耳にしたことがある馴染み深い旋律かもしれま

せん。その印象的なメロディがスノーマンの華麗なダンスと共にポップスへとアレンジされ、

新しい命を吹き込まれた姿にクラシック音楽の可能性の広がりを感じました。 
 

ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト（1756－1791 年）は、古典派音楽を代表する

オーストリアの作曲家です。３歳でピアノを弾き、５歳で作曲、６歳でヨーロッパ各地を巡る

演奏旅行を行うなど、幼い頃から「神童」としてその名を轟かせました。交響曲第 25番にい

たっては 17 歳の時に作曲したというから驚きです。35 歳という短い生涯でしたが、交響曲、

オペラ、協奏曲、宗教音楽など 600 以上の作品を生み出し、その多くが現在でも愛されてい

ます。モーツァルトの音楽には、今なお多くの感動が眠っています。 
 

クラシック音楽は、初めて触れる方にとって敷居が高いと感じられることもあります。今

回紹介します『クラシック音楽とは何か』（著：岡田暁生）では、初心者が抱く素朴な疑問に

ユーモアを交えながら答え、クラシック音楽の魅力をわかりやすく解き明かしてくれます。

「なぜ交響曲やピアノソナタは１曲なのに４つの部分（４楽章のこと）で構成されているの

か」、「なぜ４楽章を順番どおりに聴く必要があるのか」、「オーケストラには、なぜ指揮者が必

要なのか」といった入門的な疑問にも丁寧に答えるだけでなく、モーツァルトの音楽の奥深

さについても触れています。親しみやすい旋律の裏に潜む意地悪さや

シニカルさ、時には深い絶望など、モーツァルトの音楽が持つ多面的

な魅力を独特の表現で解説しています。そのほか、バッハやベートー

ヴェンといった著名な作曲家や音楽史、各国のクラッシック音楽の特

徴にも触れており、興味をそそる１冊です。 
 

音楽には境界がありません。クラシックもポップスも私たちの心に

響く力を持っています。モーツァルトとスノーマンによる、時代を超

えたコラボレーション（共鳴）に触れられたことは、とても新鮮で貴

重なことであると感心させられました。 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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